


要約:産科合併症を有する妊婦の周産期管理状況を把握する目的で、全国の主な新生児治

療施設 23 施設の新生児科医に周産期管理状況、合併症妊婦の周産期管理のありかたにつ

いてアンケート調査を行った。 13 施設より回答を得て、回答率は、 57%であった。院内

に産科を有する施設では周産期症例検討会か定期的に行われ、ハイリスク分娩の立ち合い

もよく行われていた。産科合併症の周産期管理方針は、大筋では一致していたが、個々の

施設により細部が異なっていた。院内に産科を有しない施設より、ハイリスク妊娠・分娩

に対する産科医の認識を高めることと、周産期センターへの母体搬送の認識の重要性が指

摘された。周産期医療の向上のためには産科・新生児科の更なる密接な連携が必要である

ことが再認識された。今後は、未だ予後不良な新生児例について前・後方視的な周産期・

新生児管理の検討を要す。


